
便
利
な
納
付
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、
金
融
機
関
や
税
務

署
な
ど
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
い
、
非

対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

振
替
納
税
の
ご
案
内

納
税
に
は
「
振
替
納
税
」
が
便
利
で
確

実
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
振
替
日
／
4
月
21
日
（
木
）

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
振
替
日
／
4
月
26
日
（
火
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

年 

金

◆
◆
◆

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

催 

し

◆
◆
◆

あ
り
だ
の
へ
そ
寄
席
・
笑
っ
亭

桂か
つ
ら

枝し

曾そ

丸ま
る

さ
ん
と
、
林
は
や
し

家や

笑え
み

丸ま
る

さ
ん
に

よ
る
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。
2
人
が
落
語

を
2
席
ず
つ
演
じ
ま
す
。

●
日
時
／
2
月
19
日
（
土
）
14
時
～
16
時

（
13
時
30
分
開
場
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

文
化
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
前
売
り
券

1
5
0
0
円
、
当
日
券
1
8
0
0
円

●
前
売
り
券
販
売
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）・
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁

舎
）
で
販
売
中
。

※
電
話
予
約
可
。
社
会
教
育
課
ま
で
。

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

●
納
付
の
方
法

①
2
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替（
早
割
）（
口
座
振
替
の
み
）

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

保
険
料
は
、
前
払
い
（
前
納
）
を
す
る

と
割
引
が
適
用
さ
れ
お
得
で
す
。早
割
は
、

月
50
円（
年
間
6
0
0
円
）割
引
。
２
年
・

１
年
・
６
カ
月
前
納
は
、
そ
の
期
間
に
応

じ
た
割
引
が
あ
り
ま
す
（
口
座
振
替
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
割
引
額
が

異
な
り
ま
す
）。

申
し
込
み
は
、和
歌
山
西
年
金
事
務
所
、

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福
祉

課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福

祉
室
、
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
へ
申
込
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
年
・
１
年
・
６
カ
月
前
納
を

希
望
す
る
場
合
は
、
令
和
4
（
2
0
2
2

年
）
年
２
月
末
（
年
金
機
構
へ
必
着
）
ま

で
に
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
、
割
引
に
関
す
る
詳
細
は
、

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

‐
０
０
３
‐
０
０
４
）
へ
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

第31回 名前の伝え方を紹介します。
自分の名前を手話で表現できるように頑張りましょう！

手話にチャレンジ！「山本」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

①「山」
胸の高さで
右手の平を下に向け
山の形を描くように
左から右へ移動させる。

②「本」
体の前で
両手の平を合わせ
本を開くように
合わせた手を左右に開く。

お知らせお知らせ

423 広報ありだがわ　2022.2


